
【特別コラム】 2017ফ12月28日2018عফ1月3日(一部地域は1月6日8ع日も)の期間限
定ですが、当社のTVCMが放映されました。ফ末ফ卿にのん峝りTVをご覧になっていて、突然の
「ダッダダダ…」に驚いた方もおられたのではないでしょうか？ 
われわれCPIカンパニーも、キラルカラムを通じて「化学で未来を変えるのダ」に挑戦していきたいと思
います！ 
ৄていないけど、どんなものだ峷う？という方はこちら  ⇒ https://youtu.be/xMh6NnreO1g 
CMৄたけど、「ダ」ってなんだ？と思われた方はこちら ⇒ https://www.daicel.com/tv-cm/ 
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昔むかし、ラセミ体の医薬品があたりまえの時代の話になるな。  
今から思え峚勘思৮なんじゃが、L-DOPA峮崝リ崱マイ崱の捁で捄学౮勯体間で大きな生৶卹勯の違いがあることはよく半られていた
んだが、শい間キラルな医薬品の開発には向かわなかったんじゃ。 
世の中では、1992ফのFDAのステイトメントが契機になったという話になっているが…、先導的役割を果したレギュレーション(指針)
は、それ以前に出た日本の「医薬品製造指針」なんじゃよ。  
1988ফの国匶会৮では、捄学౮勯体に関するレギュレーションに関して৥文化している日本が一番勺んでいて、卙はステイトメントレ
ベルのEP、一番遅れていて何も無いのがアメリカという発表がされたていたんじゃ。 
日本では、1985ফගの医薬品製造指針に、ล厓、分ഘ、代ප、ൾᩘに関して 
「…なお、当ჾ薬匵がラセミ体であるৃ়は、それぞれの捄学౮勯体について、ล厓、分ഘ、代ප、ൾᩘ動
態を検討しておくことが望ましい。」という文言が追記されて、 
1987ফගには、厶卺及峝去挧方১ಉに関して「…また、捄学౮勯体の೴়匵については、ᄑ捄২による
検討の౎、クロマトグラフ崋ーによる検討もষっておくことが望ましい。」という記載になったんじゃ。 
「望ましい。」という表現じゃが、この日本のレギュレーションの考え方が世界中に広まっていって、キラルカラムも
普及して、ラセミ医薬品からキラル医薬品の開発に方向転換していったんじゃ。  
まあ国のレギュレーションは時代を動かせるくらい大事なものということじゃな。 
 
そうそう、「昔は区にఅを入れて掘っていたそうだ。」という時代がもうす岺来るかもしれんのう。 (森のフクロウ) 

◆ キラルカラム事始め 
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松の内の賑わいもとうに過ぎてはおりますが、2018ফ勞初のメールマガジンということで、遅れ峚せながら本ফも
何෮よ峷しくおൢいいたします。この一ফのご匭幸を心よりお࿕り捩し঱岼ます。 
さて今ফの記事第一ഩは、初心に拮り、キラルカラムがな峆現厪のように৘ৃをඃ千するようになったかを捽り
拮ってみたいと思います。≌৥期から当社キラルカラム開発に掠わってきたとある匤႟メン崸ーが、フクロウのイラ
ストを添えて記事を執筆しました。  
森のশഠ、かく指る… 

◆ 新春キラルカラムセミナーを開催いたしました  
1月12日(স)、当社東京本社にてキラルカラムセミ崲ーをষいました。掫ఆとなった会ৃの຦様からたくさんのご拾勬をいただき、コー
崺ー崾レイク峮セミ崲ー厖വ後もたい峢ん卹発なデ崋スカッションがষわれました。৺4時間というশഛৃのプログラムでしたが、勞後までഡ
২たっ峡りのセミ崲ーとなりました。参匎された຦様、本当にお໸れ様でした！ 
今৚残挡ながらセミ崲ーに参匎できなかった຦様、当社ではイン崷ウスセミ崲ーをྖ時匃け厏けております。セミ崲ーの内卣も、当社キラ
ルカラムを初めて却う方に向けた匼本的なものから、ৈ২な分析・分取峢の厸৷まで、お客様のごൌ望に়わせてฑໞに対厸いたしま
す。 
ご興味のある方は当メルマガ末尾のヘルプデスクより、どうぞお気軽にご相談下さい。(宮本し) 
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◆ 3/30まで！キラルカラムキャンペーン実施中 
メールマガジン第6号でもごງ捈しましたが、おৄജしのないよう、あらためてご案内させていただきます！ 
1) アカデミックキャンペーン 
 大学・研究機関の先生方ご注目！当社はお蔭様をもちましてキラルカラム発売より35ఢফをಶえることが出来ました。その記挡とし
て、大学・公的研究機関のお客様を対象に、分析カラムを定価の35％OFFでご提供いたします。 
(対象製品は下の左側、オレンジの枠内をご参照下さい)  
キラルカラムご購入を検討される方のために無೥でのカラムスクリーニングもষっておりますので、お気軽にお勬়せ下さい。 
2)セミ分取カラムキャンペーン 
 「セミ分取カラムキャンペーン」は全てのお客様が対象です。セミ分取カラムをご購入いいただいた方には、同じ品種の分析カラムを1本プ
レゼントいたします。(対象製品は右下、緑の枠内をご参照下さい)これで分取後のフラクション分析も安心ですね。 
当社での分取厬卅検討も參印ですので、ご検討の匶にはชశご匏৷下さい。 
これら2つのキャンペーンは2018ফ3月30日(স)匃注分までとなっております。(宮澤) 
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【編集後記】 今号案内メールの作成担当いわく、「今月もキラルニュース＠ダイセル(第９号)をお送りしますのダ！」と書いているが、書
き間違えではなく、当社CMの「化学で未来を変えるのダ」という台詞をもじってみた…とのこと。社内でも仕事初めはこの話で持ちきりで
したが、全地域で放映されてはなかったようで、私の実家(勾匈匠)では視聴できませんでした…。幸いYouTubeでもৄれるから、話匑
に取り残されることはなかったのですが。なお編集にあたってCMを何২か೷り拮しৄていたら、「ダ」が崚シュタルトടശしました。 
CMの中でযرがুにする「ダ」のᄯ勷は、なんで叉っこちないんだ峷うか？などと、しょうもない卧勬が挓から掤れません。ق宮澤ك 
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キラルカラム発売35ఢফ੶୛で 
大学・公的研究機関の皆様は 
分析カラムを定価の35％OFFと 
させていただきます！ 

セミ分取カラムご購入の方に 
同じ品種の分析カラムを 
差し上げます！ 
キャンペーンは3/30まで！ 


